
   

 

 

 

 

 

 

「失敗のほうが得るものが多い」 校長               原嶋 桂子  

夏の甲子園が始まると、ついテレビの前で試合に見入ってしまいます。埼玉県民として、まず

は埼玉代表校を応援するのが毎年の楽しみですが、ここ数年は仙台育英高校も応援しています。 

実は、教え子の一人が仙台育英高校へ進学し、野球部で活動していました。２０２２年、仙台

育英高校が東北勢初となる夏の甲子園優勝を成し遂げたとき、彼もチームの一員でしたが、残念

ながら甲子園の登録メンバーではありませんでした。しかし、華やかな舞台に立てなくても、自

分にできる役割を果たしながら仲間を支え続ける姿は、私の心に大きな感動を与えてくれまし

た。それ以来、仙台育英高校を応援しているのです。 

その卒業生は現在、教員になるという夢に向かって努力を続けていると聞いています。甲子園

優勝という輝かしい経験だけでなく、表舞台に立てない悔しさや仲間を支える喜び、努力を積み

重ねることの大切さも学んできたことと思います。そうした経験は、教科書だけでは伝えること

のできない学びとして、これから出会う子供たちの心に深く響くはずです。いつの日か教壇に立

ち、子供たちの成長を支える教師として活躍してくれることを心から楽しみにしています。 

仙台育英高校を率いる須江航監督も、高校時代はスター選手ではありませんでした。埼玉県の

鳩山中学校から仙台育英高校へ進学しましたが、実力の差を痛感し、高校２年でグラウンドマネ

ージャー、高校３年で記録員としてチームを支えました。その後、指導者の道へ進み、中学校野

球部監督を経て、２０１８年から仙台育英高校の監督に就任。２０２２年には東北勢初の夏の甲

子園優勝を成し遂げました。 

今年の甲子園で仙台育英高校は準々決勝で敗れました。しかし試合後、須江監督は「失敗のほ

うが得るものが多い」と語っていました。 

この言葉は今回だけのものではありません。須江監督はこれまでも「失敗にこそ再現性があ

る」「負けたときにこそ人は変われる」といった趣旨の話を繰り返し語ってきました。失敗や敗

戦を単なる残念な結果として終わらせるのではなく、次の成長につながる学びの機会として捉え

ているのです。 

私はこの言葉に、須江監督自身の歩みが重なっているように感じました。レギュラーになれな

かった経験も、チームを支えた経験も、後の成長につながったのではないでしょうか。 

学校生活でも同じです。勉強や部活動、人間関係などで思うようにいかないことは誰にでもあ

ります。しかし、その経験から何を学ぶかによって、その後の成長は大きく変わります。 

私たちは結果ばかりに目を向けがちです。しかし、目立つ場所にいる人だけが成長するのでは

ありません。誰かを支える経験や思いどおりにならなかった経験も、人を大きく成長させてくれ

ます。 

２学期は運動会や文化祭など、多くの行事があります。成功だけを目標にするのではなく、挑

戦すること、そして失敗から学ぶことを大切にしてほしいと思います。須江監督の「失敗のほう

が得るものが多い」という言葉を胸に、一人一人が自分なりの挑戦を積み重ね、実り多い２学期

にしてくれることを期待しています。 
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